
1/2 

平成19年8月6日 
各 位 

神奈川県横浜市港北区新横浜二丁目 5 番 14 号 
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メディネット、樹状細胞の CTL 誘導能を従来に比べて約 100 倍向上する 
新規樹状細胞加工技術の提供を開始 

 

株式会社メディネットは、平成19年8月６日、樹状細胞ワクチン療法の治療効果向上に向け、樹状細

胞の感作にゾレドロン酸iを用いることでCTLii誘導能を従来に比べて約100倍向上する、新たな樹状

細胞加工技術の提供を開始いたします。 

樹状細胞ワクチン療法は免疫細胞療法の一種で、樹状細胞によって体内でがん細胞を特異的に攻

撃するTリンパ球（CTL）を誘導し攻撃させる治療法です。樹状細胞は、がん細胞に由来するペプチドも

しくは貪食したたんぱく質をがん抗原としてTリンパ球に提示することにより、CTLを誘導する働きがあり

ます。従って、樹状細胞のTリンパ球へのがん抗原提示能を高めることができれば、CTLをより大量に誘

導することができ、治療効果の向上が期待できます。 

この度提供を開始する新規樹状細胞加工技術は、メディネットと瀬田クリニックグループが共同で開

発した加工法※で、樹状細胞をゾレドロン酸で感作させることにより、樹状細胞のTリンパ球へのがん抗

原提示能を高めることを実現しました。 

※メディネットにより特許出願中 

・公開番号：WO2006/006638、発 明 の名 称  「樹 状 細 胞 、該 樹 状 細 胞 を含 む医 薬 、

該 樹 状 細 胞 を用 いた治 療 方 法 およびγδＴ細 胞 の培 養 方 法 」  
・公開番号：WO2007/029689、発 明 の名 称 「抗 原 提 示 細 胞 の活 性 化 処 理 方 法 」  

メディネットがヒトの細胞を用いて行なった実験では、ゾレドロン酸で感作された樹状細胞の腫瘍抗原

特異的CTLの誘導能が、従来に比べて最適条件下で約100倍向上することを確認しています。また、

本樹状細胞がγδT細胞を同時に活性化・増殖させることも確認しており、この活性化されたγδT細胞によ

って樹状細胞のCTL誘導能が向上したと考えております。これらの結果から、ゾレドロン酸で感作された

樹状細胞が腫瘍を殺傷する機能をもったCTLとγδＴ細胞の両細胞を効率よく誘導し、抗腫瘍効果、治

療効果を向上するものと期待できます。 

メディネットは、樹状細胞療法による治療効果向上を図るべく、樹状細胞の加工を全面的に本技術
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に切り替えます。また、本加工技術と本年4月より無償化した患者のがん組織を保管するサービス『自

己がん組織バンク』との相乗効果で、樹状細胞ワクチン療法を受診しやすい環境を提供し、患者の治

療選択肢を広げるとともに、樹状細胞ワクチン療法をはじめとする免疫細胞療法の普及を推進してまい

ります。 

なお、メディネットの契約医療機関である医療法人社団 滉志会 瀬田クリニックグループにおいては、

これまで樹状細胞ワクチン療法の実施にあたって、基本的に活性化自己リンパ球療法（CD3-LAK療

法）iiiを組み合わせた『樹状細胞ワクチン療法プラス活性化自己リンパ球療法』が行なわれていましたが、

新規技術の導入を機に樹状細胞ワクチン療法単独での治療も開始されることになりましたので、併せて

お知らせいたします。 

 

以 上 

 

本件に関するお問い合わせ： 

株式会社メディネット 広報グループ 

神奈川県横浜市港北区新横浜 2-5-14 

045-478-0041（代表） 

 
 
                                                   
i ゾレドロン酸 

骨吸収抑制効果を有するビスホスホネート製剤の一種で、通常、悪性腫瘍による高カルシウム血症や多

発性骨髄腫による骨病変・固形癌骨転移による骨病変等の治療に用いられる。 
 

ii CTL 
Cytotoxic T lymphocyte の略で細胞傷害性 T 細胞という意味。T リンパ球の一種で宿主にとって異物

になる細胞（移植細胞・ウイルス感染細胞・癌細胞など）を認識して殺す。 
 

iii 活性化自己リンパ球療法（CD3-LAK 療法） 

がん細胞を直接、攻撃、排除する免疫反応の中心となるリンパ球を患者自身の血液中から取り出し、体

外で培養しながら増殖・活性化させた上で元の患者の体内に戻すことにより、体内の異常細胞を排除す

る治療法が活性化自己リンパ球療法。CD3-LAK 療法は活性化自己リンパ球療法の一種で、患 者 様 の

末 梢 血 から分 離 した T リンパ球 を、抗 CD3 抗 体 、インターロイキン 2 などを用 いて活 性 化 ・増

殖 するもの。  
 
 


